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主
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9月定例市議会終わる....・H ・-……..…….2・3

市民の森公闘が完成・・H ・H ・...・ H ・....・H ・-…4・5

|羽越道上越線、開通は72年度までに………..6
背息吐息のパス路線………………………6・7

カメラレポー…・・・・・・……ー・…・・・…・・・…・…10・11

市民ガイド………………...・H ・..…………12・13

施設を見る会、参加者を募集します…………14

‘" ・東信森林の市

lHや市など主催の r.!lH.f 1Ili林の市J
が、 10)13・4日の1付LI、 1".111公凶，
，li?で聞かれました。会場には、 Ni本や

きのこなど特産品の担I Jゾム m~の無料

官lJi術会(=写真)、議林や本 C.1<<Jの紹介

コーナーのほか、給投げや木俊りなど

のチピッコ広場などがあり、大勢の市

民が訪れました。

市民と市長の日 111) 511(，j;)午前9時から正午まで、市役所3階市長室で行います。



終わる

重点に補正

上回織の掘が補氷室備されます

このように使います

九
月
定
例
市
験
会
が
、
九
月
八
日

か
ら
二
十
室
白
ま
で
、

十
八
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

下
水
道
使
用
料
金
を
引
き
上
げ
る
「
上

回
市
下
水
道
条
例
の
一
部
改
正
案
」
、

「
昭
和
六
十
二
年
度
上
田
市
一
般
会

計
補
正
予
算
案
」
な
ど
十
九
験
禁
、

四
報
告
案
が
審
磯
さ
れ
、
す
べ
て
可

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

-総務貸

1>共同集会施設の建設補助

(南天神町、北大手)…………………ー750万円

I>CATV回線を利用したデータ通信の

実験に補助(商工会議所へ委託)・・……・640万円

・民生貸

1>寝たきり老人用特殊ベッド勝入など……63万円

1>縁が丘陸地区の下排水路改修、伊勢

山地区の道路改良など じE事務)……2，111万円

・倉林水産鎌貸

1>生活改善センターの建設ほか

(五加H寝3縫家組合など)…一-….......988万円

1> _gJj所地区の農道改良舗装、中之条地
区の水路改修など……-……...・H ・..…2，925万円
.v" 

1>六ヶ村堰地区などの水路新設1:事 …4，785万円

1>下塩尻地区ほ場整備など・…・………"3，204万円

・商工費

1>街路灯の設鐙補助(丸板、下川原柳町)

・・・167万円

1>半過温泉揚湯試験の調査委託………・…45万円

じ〉上回械の塀の補*整備工事・...............350万円

・土木賞

1>一般市道の改良橋装工事……… 1億5，000万円

1>浦野川橋架け替えの調査委託・・・ーー・ー・・・・・・500万円

1>河川改修(常国川、経沢)11)…………4，200万円

・教育費

1>第六中学校の備品購入など…………'6，250万円

1> r第九を歌う会Jに補助…………・……・70万円
・下水道特別会計

1>公共下水道事業・……・………….3億2，800万円

補正予算の主な内容

条
例
の
改
正

-
上
国
士
山
下
水
道
条
例
の

一
部
改
正

下
水
道
使
用
料
金
審
議
会
の
答
申

に
碁
づ
き
、

一
般
周
平
均
三
四
%
の

引
き
上
げ
改
定
を
す
る
も
の
で
す
。

料
金
算
定
期
間
に
つ
い
て
は
、
十
二

月

一
日
か
ら
三
か
年
と
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
下
水
道
事
業
会
計
の
健
全

化
な
ど
を
図
る
た
め
の
使
用
料
の
改

定
で
す
。

-
体
育
施
設
条
例
の

一
部
改
正

市
民
の
森
体
育
館
の
設
澄
に
伴
う

所
婆
の
改
正
で
す
。

決
議
・
意
見
書

-
極
左
暴
力
集
団
排
除
に
関
す
る
決
議

紋
近
の
「
国
鉄
線
同
時
多
発
ゲ
リ

ラ
事
件
」
、
「
即
時
発
物
発
射
事
件
」
な

ど
、
過
激
な
暴
力
的
破
壊
活
動
に
対

し
て
、
だ
れ
も
が
激
し
い
怒
り
を
覚

え
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
市
議
会
で

は
、
安
全
で
平
穏
な
市
民
生
活
を
確

保
す
る
た
め
、
市
民
ぐ
る
み
で
排
除

措
還
を
推
進
す
る
回
日
決
議
し
、
併
せ

て
政
府
や
関
係
機
関
が
万
全
な
措
法

を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の

で
す
。

く

[2] 広報うえだ62.10.16

下
水
道
管
布
設
工
穆
(
東
部
二
号
幹

線
、
常
国
地
区
で
)



9月定例市議会

農林・土木三

遍
掌
管
理
餐
貝
・

同
補
充
員
決
ま
る

九
月
定
例
市
議
会
で
、
新
し
い
選

挙
管
理
委
員
お
よ
び
同
補
充
員
に
次

の
皆
さ
ん
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
四
年
で
す
。

-
選
挙
管
理
委
員

9月市強会で決まった62年度予算

補 正 予 算 額

一般会計 81意2，973方2千円
特別会計 3億7，241万2千円

予 算 総 額

一般会計 224億8，565万円
特別会計 117億9，544万6千円

町柳原下

沢

怠

H

H

M
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長
野
地
方
裁
判
所
開
定
委
員
、

前
進
地
F

管
理
袋
n
M
長
戦
務
代
湾
.

守さん

(特別会計には海院事業も含む)

-
一
九
九
八
年
の
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ツ
・

ク
長
野
県
招
致
に
関
す
る
決
融

現
住
、
招
致
速
動
が
展
開
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
市
協
会
で
は
長
野
県
相

致
に
向
け
て
会
而
的
に
協
力
す
る
と

と
も
に
、
実
現
に
向
け
て
努
力
す
る

こ
と
を
決
議
す
る
も
の
で
す
。

-
第
+
次
道
路
霊
備
五
ヵ
年
計
画
の

投
資
規
模
確
保
等
に
関
す
る
意
見
書

道
路
は
産
業
経
済
発
展
の
根
幹
を

な
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
地
域
住
民

の
日
常
生
前
を
れ
む
た
め
の
生
活
泉

銭
と
し
て
、
そ
の
決
た
す
役
訓
は
傾

め
て
喰
要
で
す
。

長
野
県
は
、
道
路
に
対
す
る
依
存

度
が
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
道
路
猿

んゐC幸・正村

w. 

一冗
肉
治
会
巡
合
会
副
会
長
、
前

選
挙
管
内
委
品
。

(72歳・'I'm>

豊さん

(66議・西脇}

長
フ巳
liij上
選問
誉教
管行
耳E 苫~ i 

委務 4
H;;，斤
。教国中
臓
.H 
諜

備
が
遅
れ
、
そ
の
曲
賞
備
促
進
は
緊
急

諜
組
と
な
っ
て
い
ま
す
。
政
府
に
お

い
て
.
道
路
の
幣
備
を
必
実
に
推
進

す
・
る
た
め
、
第
卜
次
道
路
終
節
氏
均

年
払
川
州
の
総
役
割
H
規
模
・
ム
ト
・
-
一兆
円

を
徹
保
す
る
こ
と
な
ど
、
強
く
岬
宣
明
附

す
る
も
の
で
す
。

-
選
挙
管
理
委
員
補
充
員

マ
白
倉
一
男
さ
ん
(
六
十
八
歳
、
踏

入
)

マ
深
町
守
さ
ん
(
六
十
七
歳
、
山

n) 

マ
須
貿
院
典
明
さ
ん
(
問
ト
ヒ
歳
、

北
常
国
)

マ
緩
本
澄
雄
さ
ん
(
五
十
五
議
、
岡
)

あなたの考えをi/i.・政提言電話へ秋の信濃路を安全運転で

ニヨ ニコサンキュ-

ft25-2539 
10月28日一11月3日(運動期間)

(留守番電話)

rli政に対するill;Q:的なご芯;比、

ご提案をお寄せくださL、o i立話の
開設時間{卓、午liij911手から午後 8

時までです.
蟻

〈重点目標は・・〉

1>観光車両が多くなります。無瑚な逆転は

避け、マイペースで。

1>お年寄りなど交通弱者の事故の防止など

(3] 広報うえだ62.10.16



市内芳田に 建設 していた 「市

民の森体育館jが、ニのほ ど完

成しました。体育館の完成に よ

り、 市が昭和58年度から進 めて

きた「市民の森公園」の整備が

終わり、いっそう 充実した公園

になりました。スポーツ、レク

リエーションの場として大いに

Jニ'利用く だ さい。

一年中楽しめます
体育館が完成、公園の整備終わる

体
育
館
が
オ
ー
プ
ン

「
市
民
の
森
公
闘
」
の
完
成
式
が

九
月
三
ト
七
日
、
体
育
館
で
関
係
者

約
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
で
永
賢
市
長
は
、

「公
闘
の
完

成
に
よ
り
、
市
民
.
人
当
た
り
の
公

園
面
積
が
十
・
て
五
平
方
い
川
と
な
る
。

こ
れ
は
、
国
の
繁
備
自
棋
の
約
二
倍。

今
後
も
、
市
で
は
ト
分
な
管
周
一
を
し

て
、
多
く
の
市
民
に
利
用
し
て
も
ら

い
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ま
た
、
体
育
館
の
完
成
を
記
念
し

て
、
姉
妹
都
市
の
鎌
倉
市
か
ら
家
庭

婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
!
ム
な
ど
を

招
待
し
、
上
岡
市
の
チ
l
ム
と
熱
戦

を
繰
り
広
げ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

体
育
館
は
、
わ
し
ば
山
粧
の
北
側

に
建
設
さ
れ
、
総
面
積
千
三
百
じ
十

利
用
者
か
ら
ひ
と
こ
と

す
ぼ
ら
し
い
コ
ー
ト

今
日
は
、

地
区
の
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
の
対
抗
試
合
で
来
ま
し
た
。

二

年
ほ
ど
前
か
ら
庭
球
場
を
利
用
し

て
い
ま
す
が
、
す
ば
ら
し
い
コ

l

広
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

，P
)
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大
人
も
楽
し
め
る

ス
ケ
ー
ト
場
は
、
冬
だ
け
で
な

く
夏
場
も
利
用
で
き
て
、
効
率
的

だ
と
忽
い
ま
す
。
ゴ
ー
カ
|
ト
に

バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
が
あ
る
と
安
全
で

す
ね
。
ま
た
、
チ
ピ
ッ
コ
広
場
な

自
然
ガ
い
っ
ぱ
い

宮原千恵子さん
{秋利・ 25歳)

山崎悦雄さん
(下温尻・ 33鍍)

[41 広報うえだ62.10.16

ト
で
す
ね
。
た
だ
、
駐
車
場
か
ら
少

し
速
い
の
で
、
荷
物
が
多
い
と
き
は

た
い
へ
ん
で
す
。

会
社
の
野
球
大
会
で
毎
年
グ
ラ
ウ

ン
ド
を
利
用
し
て
い
ま
す
。
周
り
の

景
色
は
い
い
し
、
広
々
と
し
て
、
環

境
は
抜
群
で
す
ね
。
ま
た
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
施
設
が

あ
る
の
で
、
と
て
も
楽
し
い
公
閣
だ

と
思
い
ま
す
。

ど
の
設
備
が
繁
い
、
カ
ラ
フ
ル
で
、

大
人
も
け
つ
こ
う
楽
し
め
ま
す
。

番場幸男さん
(下郷 ・44歳)

こ
の
前
、
タ
ヌ
キ
、
リ
ス
な
ど
を

見
か
け
ま
し
た
。
自
然
に
閉
ま
れ
た

い
い
公
闘
で
す
ね
。
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

は
、
た
び
た
び
利
用
し
ま
す
が
、
申

し
分
な
い
で
す
。
足
も
と
が
ふ
か
ふ

か
し
て
、
ポ

i
ル
が
浮
き
L
上
が
っ
て

く
る
感
じ
で
す
。



手
応
い
川
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
.
幡
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
で
唱
Z
曲
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

で
間
耐
が
取
れ
ま
す
.
総
仁
貨
は
.

億
八
千
万
川
。

魅
力
あ
ふ
れ
る
公
園
に

市
民
の
森
公
聞
は
、
山
政
氏
ト
同

年
の
犯
念
引
業
と
し
て
附
利
問
卜
九

年
に
開
放
さ
れ
、
山
花
、
キ
ャ
ン
プ

肌
旬
、
遊
歩
道
を
備
え
た
公
同
と
し
て

殺
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
厳
令
体
に

は
カ
ラ
松
、
ア
カ
絵
、
シ
ラ
カ
バ
そ

し
て
天
然
山
桜
が
向
中
し
、
同
窓
「
折

々
の
花
、
紅
葉
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。

市
で
は
、
年
聞
を
通
じ
て
利
用
で

き
る
公
園
に
し
よ
う
と
、
五
卜
八
年

度
か
ら
総
事
業
協
同
ト
・
億
円
を
か
け

て
批
飢
餓
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
多
目
的
グ

ラ
ウ
ン
ド
、
ス
ケ
ー
ト
場
、
チ
ピ
ッ

コ
広
場
な
ど
を
娃
設
し
ま
し
た
。

市
民
の
森
体
育
館
の
完
成
に
よ
り
、

.
遣
の
桜
陥
事
業
が
終

f
し
、
ス
ポ

ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点

と
し
て
大
い
に
利
附
で
き
ま
す
。

民一二I二五三三百|
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仇
Mレプ炉」びのびの

-E置E理EヨE・
日帰りは午前9時ー午後5時
宿泊は翌日午前10時まで

し(!山荘わ 問年

午前9時一午後9時11 館育体

11 

スケー
12月29日-1月l日まで休場1以外録制

直接 宮 ~. 9396 
休場日 毎週木曜日

直接 事務所宮

午前9時一午後5時

午前9時~午後4時30分
(1;1; L 

H 

11月下旬ー3月上旬

場

ト土器

キャンブ場

多目的グラウンド

チピッコ広場
自然動物園

球庭

4577 

[5] 

休無

午前9時一午後5時
{たたし‘キャンプ鳴li除()

午前9時ー午後5時

年間
(1; 1~L. 冬期間を鯵()

問年

広報うえだ62.10.16



関越道上越線
佐久~霊撞間

開通は72年度までに

上
出
市
が
、
か
ね
て
か
ら
沿
線
地

域
の
皆
様
を
は
じ
め
、
市
川氏
終
日
明
の

ご
協
力
に
よ
リ
、
強
力
に
住
設
促
進

の
連
動
を
進
め
て
い
る

「間
総
滋
上

舷
綿
」
の
呪
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

路
線
発
表
は

今
年
度
中
の
予
定

昭
和
六
十
年
十
円
、
山
地
設
省
は
関

越
道
k
越
線
佐
久
i
一史地
聞
の
環
境

ア
セ
ス
を
公
表
す
る
と
と
も
に
、
山
叫

設
の
慨
略
ル
ー
ト
を
一
脇
市
J
n
i
卜
い川

で
発
表
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
こ
の

慨
略
ル

l
卜
を
山
議
会
や
関
係
地
域

の
件
対
策
委
以
会
に
ご
説
明
し
て
、

ur
期
処
設
に
つ
い
て
の
袋
耐
を
し
て

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
佐
設
行
か
ら
日
本
道
路

公
川
に
対
し
て
の

「判
例
代
指
示
」
に

続
き
、
昨
年
度
は
沿
線
の
谷
磁
調
代

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
現
従
、

日
本

道
路
公
同
で
は
、
本
年
度
中
と
信
わ

れ
て
い
る
「
路
線
発
表
」
に
向
け
て

鋭
広
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

路
線
発
点
が
あ
る
と
、
作
業
は
小

心
線
の
設
定
、
現
地
測
量
、
設
計
協

議
、
問
地
口
収
、
時
他
殺
[
市
け
と
進
め

ら
れ
ま
す
。

上
回
イ
ン
タ
ー
建
設
は

市
民
の
英
知
で

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
先
に

徳川内
d

fH
と
H
L牛
滋
路
公
同
は
、
昭
和

h

ハ
ト
e-，年
度
の
概
竹
肝
要
求
と
惜
別
卜
次

道
路
務
陥
e

九
か
年
持
川州
を
ま
と
め
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
ド
図
の
よ

う
に
従
来
か
ら
長
野
県
が
川町
内
高
速

道
路
の

「往
設
口
棋
」
と
し
て
徽
進

し
て
き
た
社
両
が
、
同
の
比
例
幽
と
し

て
具
体
化
す
る
、
」
と
に
な
リ
ま
す
。

特
に
、
閑
舗
道
上
越
線
は
、
佐
久
イ

ン
タ
ー
ま
で
は
昭
和
六
卜
じ
年
度
ま

で
に
間
通
と
な
り
、

k
m
市
が
夜
桜

関
係
す
る
休
久
1
市民団
也
問
の
問
泌
阿

[6 ] 

主
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棋
は
、
附
和
じ
十
一一
年
度
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
後
設
計
同
が
具
体
化

し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
高
速
道
路

が
早
期
間
泌
と
な
る
た
め
に
は
、
今

後
此
屯
な
問
地
を
ご
提
供
し
て
い
た

だ
く
地
権
お
お
よ
び
沿
線
地
域
の
方

々
の
絶
大
な
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

青
息
吐
息
の
パ
ス
路
線

み
ん
な
で
乗
っ

て
存
続
を
ノ
.



市
民
の
足
と
し
て
大
切
な
パ
ス
路
線
(
金
剛
寺
で
)

パス路線は、年々利用者が減少 しており 、運

行維持が困難となってきています。市民みんな

の足として欠かせないパス路線を存続させるた

め、できるだけパスに乗るようにしましょう 。

i社名~ 路線名 運行区間
運行 平 士句

回数 乗車密度

西丸子線 緑が丘西一下之郷一丸子 2 fi11 5.2~2種)
上

田 " 下之郷 一富士山一 丸子 8 5.2 (2種)
子千f、 真田傍陽線 上田駅一神科一入軽井沢 5.5 5.1 (2種)

通
金 剛 寺線 上田駅一金井一金剛寺 4 5.0 (訴重)

中仙道線 新田 大屋 一 岩村田 5.5 5.2 (2手重)

千 " 下秋和一大屋一芦田 1.0 4.9 (3種)

曲 " 下秋和 一 大屋一望月 1.5 5.1 (訴重)

ノ、‘‘、 武 石線 新田 一 大屋 一 巣菜上 0.5 5.2 (2f重)

ス " 新田 大屋一築地原 0.5 5.2(2穣)

田中線 望月 一 大屋一下秋和 2.5 4.8 (3種)'

j島中11 ノスぐ 川西 線 大屋 一 半過 一 上山田 6.5 4.1 (3干重)

" 上田 半過一上山田 3.5 3.9 (3種)

(昭和61年度)運行が危ぶまれる路線

①運行回数は 1往復で1回と数える。

②川中島パス川西線は今年 7月から大屋(J二田)一半過まで

に運行区間を短縮。

パ
ス
利
用
者
が
年
々
減
少
し
て
お

り
、
国
・
県
や
市
の
多
額
の
補
助
金

を
受
け
て
、
よ
う
や
く
運
行
が
維
持

さ
れ
て
い
る
パ
ス
路
線
が
市
内
に
二

十
九
路
線
も
あ
り
ま
す
。

上
表
は
、
パ
ス
路
線
の
平
均
乗
車

密
度
(
注
1
)

な
ど
を
表
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
乗
客
が
五
人

以
上
の
第
二
種
生
活
路
線
(
注
2
)

が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
今
後
利
用
客

が
少
し
で
も
減
少
す
れ
ば
、
五
人
未

満
の
第
三
種
生
活
路
線
(
注

3
)
に

転
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
な
る

と
三
年
間
で
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ
、

最
悪
の
場
合
は
パ
ス
路
線
が
廃
止
と

な
り
ま
す
。

パ
ス
は
、
市
民
み
ん
な
の
足
と
し

て
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
パ
ス
路
線
を
存

続
さ
せ
る
た
め
、
機
会
あ
る
ご
と
に

パ
ス
を
利
用
し
ま
し
ょ
う。

(注
1
)
平
均
乗
車
密
度

1
起
点

か
ら
終
点
ま
で
、
平
均
し
て
何
人
乗

っ
て
い
た
か
を
表
わ
す
も
の

(注
2
)
第
二
種
生
活
路
線
l
平

均
乗
車
密
度
が
五
人
以
上
十
五
人
以

下
で
、

一
日
の
運
行
回
数
が
十
回
以

下
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
路
線

(注
3
)
第
三
種
生
活
路
線

l
平

均
乗
車
密
度
が
五
人
未
満
の
パ
ス
路

線
で
三
年
を
過
ぎ
る
と
補
助
金
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
廃
止
ま
た
は
代
替
パ
ス

運
行
な
ど
に
な
る
路
線

上国交通

常務取締役

浦原学さん

沿
線
住
民
の
協
力
も
必
要

上
回
交
通
で
は
現
在
、

二
十
七
路

線
の
パ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
が
、

採
算
が
ト
ン
ト
ン
な
の
は
数
路
線
だ

け
で
す
。
パ
ス
部
門
の
昨
年
度
決
算

は
、
一
億
三
千
五
百
万
円
の
赤
字
で

利
用
者
側
か
ら

回
数
券
で
存
続
運
動

川
中
島
パ
ス
川
西
線
は
、
こ
の
九

月
で
運
行
廃
止
に
な
る
と
こ
ろ
で
し

た
が
、
会
社
側
の
協
力
で
運
行
区
間

は
短
縮
(
終
点
が
上
山
田
ま
で
だ
っ

た
の
を
下
半
過
に
変
更
)
さ
れ
た
も

し
た
。
近
い
将
来
、
岩
清
水
線
な
ど

一二
路
線
を
廃
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
金
剛
寺
線
、

西
丸
子
線
な
ど
運
行
の
危
ぶ
ま
れ
る

路
線
が
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
で

き
る
だ
け
存
続
さ
せ
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
沿
線
地
域
の
皆
さ
ん

の
協
力
が
ぜ
ひ
必
要
で
、

一
人
で
も

多
く
の
人
に
乗
っ
て
い
た
だ
か
な
い

こ
と
に
は
、
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
。

一
方
、
会
社
側
へ
の
要
望
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
遠
慮
な
く
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

石井清人さん

の
の
、
今
後
も
継
続
運
行
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
一
安
心
し
て
い
ま
す
。

向
線
は
、
五
十
年
ほ
ど
昔
に
他
の

路
線
に
先
駆
け
て
開
通
し
た
だ
け
に
、

半
過
地
区
で
は
愛
着
が
強
い
の
で
す
。

こ
の
た
め
、
先
月
も
自
治
会
ぐ
る
み

で
回
数
券
を
買
う
な
ど
、
存
続
の
た

め
の
運
動
を
し
ま
し
た
が
、
今
後
も

続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
最
後

に
、
通
学
に
パ
ス
を
利
用
し
て
い
る

小
学
生
が
、
行
き
も
帰
り
も
時
間
的

な
ズ
レ
が
あ
り
図
っ
て
い
る
の
で
、

ぜ
ひ
時
刻
表
を
改
正
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
ね
。

広報うえだ、62.10.16[7 ] 



② 

yレールを守って安全運転を

突通共済

あ・れ・之?ね
今
回
は
、
最
近
の
見
舞
金
支
給
の

状
況
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

増
え
る
支
給
額

前
回
で
見
舞
金
が
増
え
続
け
て
い

る
こ
と
に
触
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を

わ
か
り
や
す
く
グ
ラ
フ
に
し
て
み
ま

し
た
(
グ
ラ
フ

1
)
。
増
加
傾
向
が
顕
著

に
な
っ
て
き
た
五
十
七
年
度
を
一

O

O
と
し
て
、
昨
年
度
ま
で
の
支
給
件

数
と
金
額
に
つ
い
て
そ
の
増
減
を
示

し
た
も
の
で
す
。

こ
れ
を
見
る
と
、
件
数
は
増
え
た

り
減
っ
た
り
し
て
い
る
の
に
金
額
は

増
加
の

一
方
で
す
。
こ
れ
は
、
支
給

の
内
容
(
い
く
ら
の
見
舞
金
が
何
件

支
払
わ
れ
た
の
か
)
に
原
因
が
あ
る

よ
う
で
す
。
と
い
う
の
も
、
件
数
は

上
下
し
て
い
る
の
に
金
額
は
増
え
て

き
て
い
る
の
で
、

一
件
あ
た
り
の
見

舞
金
支
給
額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

重
傷
が
増
え
て
い
ま
す

そ
こ
で
、
五
十
七
年
度
と
昨
年
度

に
つ
い
て
、
金
額
の
内
訳
を
円
グ
ラ

フ
に
し
て
比
べ
て
み
ま
し
た
(
グ
ラ

フ
2
)。
そ
れ
に
よ
る
と
、
死
亡
と
三

か
月
以
上
の
傷
害
の
割
合
が
非
常
に

高
く
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

五
十
七
年
度
で
は
五
八
%
だ
っ
た
も

の
が
、
六
十

一
年
度
で
は
七
二
%
に

な
っ
て
い
ま
す
。
件
数
と
金
額
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
三
七
%
(
四
十
五
件
)
、
五

三
%
(
七
百
五
十
四
万
六
千
円
)
増
加

し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
交
通
事
故
に
あ

う
と
、
亡
く
な
っ
た
り
三
か
月
以
上

の
重
傷
を
負
う
ケ

l
ス
が
多
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

け
が
を
し
た
人
も
さ
せ
た
人
も
、

つ
ら
い
思
い
を
す
る
交
通
事
故
。
本

人
の
み
な
ら
ず
家
族
に
ま
で
そ
の
影

響
は
及
ぶ
の
で
す
。
当
事
者
に
な
ら

3か月以上の重傷事故が増えています

(グラフ1)

見舞金支給金額と支給件数の推移

な
い
よ
う
交
通
ル

l
ル
を
守
っ
て
、

安
全
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

-
問
い
合
わ
せ
市
民
課
(
内
線
5

7
7
)
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長
野
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
会
を
開
催

広報うえだ62.10.16

長
野
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
長
野

市
吉
田
四
・
宮

0
2
6
2
⑬
2
9
3

3
)
で
は
、

一
般
成
人
者
を
対
象
に

技
能
講
習
会
を
開
き
ま
す
。

マ
テ
ク
ニ
カ
ル
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
(
立
体
製
図
)
基
礎
川
①
月
日

十

一
月
七
・
八
・
十
四
・
十
五
日

②
時
間
午
前
九
時
i
午
後
五
時
(
以

下

同

じ

)

③

定

員

十

人

④

受

講
料
千
五
百
円
⑤
受
講
対
象
者

簡
単
な
機
械
図
面
が
読
め
る
方

マ
工
芸
デ
ザ
イ
ン
製
図
①
十

一
月

十
四
・
十
五
日
③
十
五
人
④
千

円
⑤
木
工
芸
製
図
を
基
礎
か
ら
習

得
し
た
い
方

マ
原
価
管
理
①
十

一
月
二
十
六
・

二
十
七
・

二
十

八

日

③

二
十
人

④
二
千
円
⑤
原
価
業
務
に
従
事
し

て
い
る
、
ま
た
は
し
よ
う
と
す
る
方

マ
ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
①
十

一
月

二
十
八
・

二
十
九
日
③
十
六
人

④

千

五

百

円

⑤
基
礎
か
ら
習
得
し

た
い
方

受
通
事
故
の
無
料
相
談

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で

は
、
次
の
と
お
り
交
通
事
故
の
相
談

に
無
料
で
応
じ
て
い
ま
す
。



高
齢
者
シ
リ
ー
ズ
③

ム
お
年
寄
り
と
心
の
健
康

お
年
寄
リ
の
皆
さ
ん
が
、
心
も
体

ち
健
康
で
穏
や
か
な
毎
日
を
過
ご
せ

る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
が
、
中
に
は

寝
た
き
り
の
方
、
ぽ
け
老
人
と
い
わ

れ
る
方
ら
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ま
す

ま
す
噌
え
る
と
い
わ
れ
、
特
に
お
世

話
す
る
方
の
ご
苦
労
は
た
い

へ
ん
な

も
の
で
す
。

今
回
は
、
ぼ
け
た
方
を
お
世
話
す

る
と
き
に
心
が
け
る
こ
と
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

ぽ
け
始
め
定
ら

世
間
体
が
惑
い
か
ら
と
家
の
中
だ

け
で
お
世
話
し
よ
う
と
す
る
と
、
ぽ

け
が
震
く
な
り
ま
す
。

ぽ
け
は
、
い
ろ
い
ろ
な
病
気
の
う

ち
の
ひ
と
つ
で
す
か
ら
恥
ず
か
し
い

と
思
わ
な
い
で
、
ま
ず
主
治
医
の
診

察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
お
世

話
の
仕
方
は
、
市
の
保
健
婦
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に

会
っ
た
お
世
話
の
方
法
を
考
え
た
い

テ
ー
マ
は
。
ぽ
け
申

と
思
い
ま
す
。

あ
き
ら
め
な
い
で

す
べ
て
が
、
ぽ
け
て
し
ま
う
わ
け

で
は
《
り
ま
せ
ん
。
感
情
や
長
い
間

身
に
つ
い
た
習
慣
な
ど
健
康
な
部
分

も
残
っ
て
い
ま
す
。
失
っ
た
も
の
を

悔
ま
ず
、
残
さ
れ
て
い
る
能
力
を
じ

ゅ
う
ぶ
ん
生
か
せ
る
よ
う
、
支
え
て

あ
げ
る
こ
と
が
ポ
ケ
を
丞
く
し
な
い

コ
ツ
で
す
。

接
し
方
は
・
・
・

①
家
族
の

一
員
と
し
て
、
温
か
い

雰
囲
気
の
中
で
悼
惜
し
ま
し
ょ
う
。

②
相
手
を
琢
重
し
ま
し
ょ
う
。
す

べ
て
ぽ
け
て
し
ま
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
感
情
や
長
い
間
に
身
に
つ

い
た
曾
慣
な
ど
、
健
康
な
部
分
も
残

っ
て
い
ま
す
。

③
北
自
の
こ
と
を
く
ど
く
ど
と
口
に

し
て
も
、
し
か
ら
ず
、

あ
せ
ら
ず
、

な
る
べ
く
終
わ
り
ま
で
話
を
聞
く
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
常
に
話
し
か
け
を
多
く
し
ま
し

ょ
う
。

マ
お
年
寄
り
の
調
子
に
合
わ

せ
て
、

マ
簡
単
な
言
葉
で
肌
に
ふ
れ

な
が
ら
話
す
、

マ
言
葉
が
だ
め
な
ら

書
い
て
み
る
、

マ
話
し
か
け
は

一
れ

以
内
で
、
閉
じ
自
の
高
さ
で
。

⑤
急
激
に
環
境
を
変
え
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う。

本
人
も
悩
ん
で
い
る

ぽ
け
始
め
の
こ
ろ
は
、
本
人
自
身

が
衰
え
た
こ
と
に
悩
ん
で
い
ま
す
。

家
族
や
周
囲
の
言
葉
や
態
度
に
敏
感

に
反
応
し
ま
す
の
で
、
見
逃
さ
な
い

よ
う
に
受
け
止
め
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

特
に
、
お
も
ら
し
を
し
て
し
ま

っ

た
時
は
、
本
人
が

「失
敗
し
た
/
・
」

と
情
け
な
い
気
持
で
い
ま
す
。
こ
の

と
き
に
「
だ
め
だ
ね
」
と
か
「
ま
た

し
た
の
」
な
ど
、
自
尊
心
を
傷
つ
け

る
よ
う
な
言
葉
、
態
度
を
す
る
と
、

い
よ
い
よ
自
分
も
だ
め
か
と
思
い
込

み
、
ぼ
け
を
霊
く
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
お
か
し
な
行
動
(
歩

き
ま
わ
る
、
排
せ
っ
物
を
い
じ
る
、

何
で
も
口
に
入
れ
る
な
ど
)
が
み
、
え

て
も
、
し
か
っ
た
り
、
説
得
し
た
り

せ
ず
、
や
さ
し
く
聞
き
な
が
ら
相
手

を
し
て
あ
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ぼ
け
の
予
防
法

①
血
管
の
老
化
を
防
ぐ
。
こ
の
た

め
に
は
、
適
度
な
運
動
と
正
し
い
食

生
活
、
そ
れ
に
定
期
的
な
健
康
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

②
い
つ
も
顕
を
使
う
溜
慣
を
持
つ
。

な
る
べ
く
人
と
お
つ
き
あ
い
を
し
て
、

何
か
趣
味
を
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

、
司

J

。③
万
が

一
の
場
合
に
家
篠
に
滋
か

く
お
世
話
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
普

段
か
ら
円
満
な
家
庭
づ
く
り
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
他
に
も
、
ぽ
け
を
軽
く
す

る
方
法
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
こ
の
よ
う
に
し
た
ら
軽
く
す

る
こ
と
が
で
き
た
、
乗
り
越
え
ら
れ

た
な
ど
、
皆
さ
ん
の
貧
貨
な
体
験
を

保
健
予
防
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課
(
内

線
2
9
1
・
2
9
0
)

一一一À.í.こ~/

~O 、

マ
と
き
平
日
は
午
前
九
時
三
十

・0
h
j

・9
F奈
川
与
す
川
ト
庁
、

K
H依
川

う

ーープ

l
F
f
E
H
L
-
f

n

ー

は
正
午
ま
で
(
第
一
一
・
第
=
↑・仁川附け

は
休
み
)
マ
と
こ
ろ
松
本
自
動
車

保
険
消
求
相
談
セ
ン
タ
ー
(
日
本
生

命
松
本
駅
前
ビ
ル
じ
階
・
官

0
2
6

3
⑮
7
7
9
0
)
マ
弁
護
士
栂
談
日

毎
週
木
雌
日
午
後

一
時
か
ら
四
時
(
第

札
本
山
明
日
除
く
)
マ
そ
の
他
屯
話

で
の
相
談
J
U
受
け
付
け
ま
す
。

経
営
指
導
員

統

一
試
験
を
実
施

マ
試
験
日
十

一
月
六
日
樹
マ

試
験
科
目

一
般
教
養
、
専
門
、
論

文

マ

申

込

期

限

十

月
二
十
四
日

ω
マ
申
込
先
長
野
県
商
工
会
迎

合
会
(
宮

0
2
6
2
⑮
2
1
3
1
)

へ
、
詳
し
く
は
問
迷
合
会
管
理
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

訂
正
お
わ
び

「
広
報
う
え
だ
」
十
月
一
臼
号
の

七
ペ

ー
ジ
、
「
六
十
三
年
度
保
育
図
入

国
受
付
日
程
表
」
中
、

一
部
電
話
番

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
わ
び
し
ま
す
。

マ
東
塩
田
保
育
困
、
宮
@
2
6
0

9
を
「
宮
@
2
5
5
2
」
に
。
マ
西

塩
田
保
管
図
、

E
@
2
0
6
3
を
「
宮

@
2
6
0
9
」
に
。

広報うえだ62.10.16[9J 



谷口敏雄さん
(40歳・城北)

転入者に聞く ⑥

体
的
に
落
ち
つ
き
、
奥
ゆ
か
し
さ

と
い
う
も
の
を
感
じ
ま
す
。
じ
み

で
す
が
、
慨
が
涼
い
感
じ
。
何
か

-
つ
の
こ
と
を
じ

っ
く
り
と
作
り

上
げ
て
い
く
風
k
と
で
ら
い
う
の

で
し
ょ
う
か
。
商
底
街
に
し
て
も
、

い
い
胤
で
務
ち
省
い
て
い
ま
す
。

必
舵
怖
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、

あ
〈
せ
く
し
な
い
の
で
し
ょ
う
。

悪
い
削
で
は
、
活
気
が
な
い
こ
と
。

|

|
↓
巾
政
に
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
。

世
の
中
の
べ

l
ス
で
い
く
と
、

や
は
り
尚
速
滋
や
新
幹
綿
が
必
婆

で
す
。
ま
た
、

k
同
域
な
ど
の
す

ば
ら
し
い
文
化
財
を
大
切
に
末
長

く
保
存
し
て
ほ
し
い
こ
と
で
す
。

イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
の
街

余暇活用の美術作品

燥などヰ主催の第34回「長野県勤労者美術展J
が、 9月30日から10月4Rまで、よ岡市文化

センターでl剣かれました。会場には、洋画、

写真、書逃など、勤労者が余暇をi常用して製

作した作品約200点が展示され、見学者の関心

を呼んでいました。

谷
口
さ
ん
は
昨
年
九
月
、
転
勤
で

京
都
府
長
岡
京
市
か
ら
上
岡
市
ヘ
レ
転

入
さ
れ
ま
し
た
。
家
族
は
奥
さ
ん
と

子
ど
も
さ
ん

一
人
の
三
人
で
す
。

ー

!
上
関
市
の
第

一
印
象
は
。

上
回
と
い
っ
た
ら
、
奥
田
氏
や
千

曲
川
の
ほ
と
り
の
上
回
城
・:
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
を
前
か
ら
抱
い
て
い
ま
し

た
。
実
際
に
来
て
み
る
と
、
そ
の
と

お
り
で
、

イ
メ
ー
ジ
と
よ
く
合
う
街

で
す
。
静
か
で
落
ち
着
い
て
い
ま
す
。

自
然
と
も
調
和
し
、
季
節
感
を
と

て
も
感
じ
ま
す
。
夏
は
、
朝
夕
涼
し

く
て
し
の
ぎ
や
す
い
こ
と
。

-

|
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す
か。

家
族
的
に
つ
き
あ
え
る
人
が
多
い

と
思
い
ま
す
。
会
社
関
係
で
も
怨
像

以
上
に
深
い
つ
き
あ
い
が
で
き
ま
す
。

こ
の
前
、
業
が
バ
ス
停
で
見
知
ら
ぬ

人
か
ら
あ
い
さ
っ
さ
れ
、
感
激
し
た

そ
う
で
す
。
作
品
朴
な
人
が
多
い
で
す

ね
。
都
会
で
は
と
て
も
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
。上
問
は
由
緒
あ
る
街
な
の
で
、
全

託老「さっきの園」オーブン

ヒ閉市社会福祉協議会の託老所 fさっさの
闘Jが10月1臼、オープンしました。この絡
設は、寝たきりや姉ほう性老人、 一人で留守

擦できないお年寄りを朝から夕方まてゆ預かり、

介護者の負担を少しでも軽くするのがねらい。

市福祉会館(大手二)3階に開設しま した。

ユ~

ご
存
じ
で
す
か
横
察
審
査
会

(10) 

ー
し
く
み
と
は
た
ら
き
i

広報うえだ62.10.16

-
検
察
審
査
会
と
は

広
く
選
挙
権
の
あ
る
人
の
中
か
ら

選
ば
れ
た
十
↓
人
の
検
察
審
査
員
が
、

検
察
官
が
事
件
を
起
訴
し
な
か

っ
た

こ
と
(
不
起
訴
処
分
}
の
よ
し
あ
し

を
帯
査
す
る
の
が
セ
な
仕
併
で
す
。

・
検
察
審
査
会
制
度
は
な
ぜ
設
け
ら
れ

て
い
る
か

刑
事
事
件
で
は
、
裁
判
所
は
検
察

官
が
起
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
だ
け

裁
判
を
す
る
、」
と
が
で
き
る
の
が
原

則
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
起
訴
す
る

の
が
相
当
と
忠
わ
れ
る
事
件
を
検
察

宮
が
不
起
訴
に
し
て
し
ま
っ
た
な
ら

ば
社
会
の
公
予
は
保
た
れ
ま
せ
ん
。

こ
ん
な
と
き
に
そ
ん
な
誤
り
を
チ
ェ

ッ
ク
す
る
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た

の
が
検
察
審
笠
会
制
度
で
す
。

-
あ
な
た
も
審
査
員
に
選
ば
れ
る
か
も

ま
ず
、
市
町
村
の
選
惨
管
理
委
員

会
が
、
選
挙
人
中
山鯨
を
恭
に
、
「く
じ
」

で
検
察
官
官
炎
円
以
の
候
補
者
を
選
ぴ
ま

す

(
上
問
市
の
六
十
二
一年
・皮
の
制
り

当
て
は
百
七
十
名
)
。
そ
の
巾
か
ら
、

検
察
審
究
会
事
務
局
が
一内
ぴ
「
く

と
」
で
検
察
審
究
員
を
決
め
ま
す
。

・
検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
人
は



て
ifI;紛.t.福枇センターでは9月30

目、同センターやデイ ・サービス

センターを利用している人たちの

「リハビリ友の会J運動会を市民
体育館で聞きました。この日は、

約 100人が参加し、紅白玉入れ、

だるま引きリレー (=写真)、大 Iミ

ころがしなどを楽しみました。

さあ、

がんば勺

仲よくしてね
動物愛護週間の最終日(9η26川、海野町

日曜広場で「動物のふれあい広場jが聞かれ

ました.ギ.僚は動物愛漣会 lソj、五郎。天候に

1.¥.1:まれたこの円{主、 子犬や r.鍋のヰl視さがし
ゃべ・y トの無料相談などが人気を呼ぴ、買い

物容や家族連れでにぎわいました。

常夜燈で*火の用心、

rli I人lillitfの川内分署ーでは、火災予防を PR

するため、将LlがJ発品などを利用してrfJjさ約

1.6mの?it伐慨を製作しました。 9)J 30 11の伎
には、 )11附と舟木の有線欣送のアナウンサー

な?とが/1."市して点灯式を行いました.

検
・経
宮
前
任
れ
の
仕
市
中
は
、
法
徐
な

ど
は
知
ら
な
く
と
も
あ
な
た
白
身
の

判
断
で
で
き
る
れ
が
で
す
任
期
は

h

ハか
川
で
す
。
得
点
目
会
誠
に
出
席
す

る
川
敏
は
.
慨
に
は
ぺ
え
ま
せ
ん
が
-

M
.
制
か
.. 凶
聞
か
れ
ま
す
.

あ
な
た
が
検
察
官
骨
脊
円
以
に
選
ば
れ

た
と
き
は
、
検
務
審
究
会
の
役
割
を

m-

解
さ
れ
、
進
ん
で
こ
の
務
め
を
来
た

す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
.

相
談
や
山叩
し
収
て
に
つ
い
て
の
鴨

川
は
.
切
燃
料
で
す

・
問
い
合
わ
せ

長
野
地
ぶ
裁
判
所
k
川
文
部
内

!
仁
川
検
綬
世
前
代
会
山
下
位
川
町
(
宮
@

0
0
0
3
)
 

市
職
員
人
事
異
動
(
ゆ
月
!
日
付
)

-
係
長
級

マ
丙
嵐
川
事
業
所
長
(
川
内
支
所
庶

務
住
民
係
長
)
治
水
秀
維

マ
川
両

支
所
庶
務
住
民
係
長
(
上
団
地
峡
保

健
環
境
施
設
組
合
清
浄
園
庶
務
係
長
)

符
井
国
広
マ
ヒ
問
地
域
保
健
環
山
崎

施
設
組
合
清
浄
間
庶
務
係
長
(
西
広

岡
本
来
所
長
}
中
村
好
雄

マ
収
税

制
州
開

Hm係
長
{
商
仁
諜
主
任
}
清
水

忠
陥
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市
役
所
の
代
表
電
話

r(幻
)
4
1
0
0

高
齢
者
文
化
祭
を

開
き
ま
す

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
第

十
回
高
働
者
文
化
祭
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。
高
齢
者
の
方
や
体
の

不
自
由
な
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
努
力
さ

れ
、
製
作
し
た
作
品
や
ク
ラ
ブ
活
動

の
発
表
、
即
売
な
ど
を
行
い
ま
す
。

マ

と

き

十

一
月
七
日
出
、
八
日

倒
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
マ
と

こ
ろ
高
働
省
縞
枇
セ
ン
タ
ー
、
デ

イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
マ
問
い

合
わ
せ
高
齢
即
将
楢
社
セ
ン
タ
ー

(
内
線
5
8
6
}

電
話
を
公
売
し
ま
す

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
、

上
回
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入

構
の
公
宛
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

マ
と
き
ト
月
ニ
ト
九
日
榊
午
前

九
時
三
十
分
(
受
付
は
午
前
九
時
か

ら
}
マ
と
こ
ろ
市
役
所
衛
庁
舎

五
階
会
議
室
マ
方
法
競
争
入
札

マ
台
敏
当
日
決
定
マ
公
告
場
所

市
役
所
、
盟
殿
・
塩
田

・
川
西
の
各

支
所
、
上
国
税
務
持
、
よ
小
地
方
事

務
所
マ
入
札
参
加
者

印
鑑
を
お

持
ち
に
な
り
本
人
が
お
い
で
く
だ
さ

い
。
代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
本
人

自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
マ
問
い
合
わ

せ

収
税
課
(
内
線
2
4
3
)

電
波
障
害
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

十
月
は
、
会
同
電
波
附
害

一
一神月

間
で
す
。
こ
の
運
動
に
あ
わ
せ
、
次

に
よ
り
篭
波
陣
容
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど
受
信

陣
容
で
お
困
り
の
方
は
、
相
続
に
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

と

8
:・
卜
月
二
卜
コ一
日
掛
午
前
卜

時
か
ら
午
後
四
時

と
こ
ろ
・
:
イ
ト
1
3
1
カ
ド
l
正
面

玄
関
広
場

間
月
か
ら
0
・
5
%

中
小
企
業
種
資
の

金
利
を
引
き
下
げ

市
で
は
、
市
内
の
多
く
の
商
工
業

者
に
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
間
市
中
小

企
業
融
資
(
制
度
資
金
)
の
金
利
を

十
月
一
日
か
ら
一
律
0
・
五
%
引
き

下
げ
ま
し
た
。
(
同
和
対
策
資
金
は
除

き
ま
す
)

無
担
保
無
保
殺
人
で
融
資
を
受
け

ら
れ
る
小
規
模
企
業
資
金
(
三
百
五

十
万
円
ま
で
}
は
、
金
利
が
年
阿

・

九
%
に
、
中
小
企
業
資
金
の
運
転
資

金
{
じ
.
百
万
円
ま
で
)
と
技
術
資
金

(
千
二
百
万
円
ま
で
)
は
そ
れ
ぞ
れ

五
・
三
%
に
と
、
融
資
の
利
用
を
し

や
す
く
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、
不
況
対
策
資
金
、
倒
産

防
止
資
金
を
四

・
八
%
と
す
る
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
た
資
金
も

0
・
五
%
引
き
下
げ
ま
し
た
.
特
様

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

融
資
内
曲
作
、
資
僚
な
ど
符
し
い
こ

と
は
、
市
商
工
諜
商
工
相
談
所
{
内

線
6
0
4
)
、
塩
田
商
工
会
(
宮
@
3

6
1
0
て
川
西
商

L
会
(
宮
@
2
0

3

3
」
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

訪
問
指
導
従
事
者

認
定
講
習
会

高
齢
即
化
社
会
と
と
も
に
寝
た
き
り

老
人
、
痴
ほ
う
性
老
人
の
増
加
が
社

会
的
に
も
大
き
な
間
組
と
な
っ
て
い

ま
す
O

R

打
線
協
会
で
は
、
病
人
が
適

切
な
お
嫌
が
受
け
ら
れ
、
介
護
お
自

身
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
次
に

よ
り
簿
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
対
象
(
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
人
)
①
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護

婦
の
い
ず
れ
か
の
有
資
絡
者
②
六
十

五
歳
以

F
の
人
③
在
宅
訪
問
看
護
活

動
に
従
市
け
し
て
い
る
入
、
ま
た
は
従

事
を
希
明
す
る
人
④
令
U
程
出
席
で

き
る
人
マ
定
員

・・
十

人

マ

と

こ
ろ
高
齢
脚
打
倒
祉
セ

ン
タ
ー

マ

日

程

ト

.
川
卜

nω
か
ら
十
二
月

四
日
掛
ま
で
の
十
日
間
マ
受
誘
料

無
料
。
た
だ
し
資
料
代
二
千
円
く
ら

い

マ

由
申
し
込
み

十
月
二
十
六
日

開
ま
で
に
「
長
野
県
石
護
教
育
研
修

セ
ン
タ
ー
」
(
宮
0
2
6
3
@
0
4
2

1
)
ヘ

マ
問
い
合
わ
せ
高
齢
酎
将

紙
社
セ
ン
タ
ー

{
内
線
5
8
6
)

態
[12] 

今月の納税

第 3期

第4期

-収税課(内線241)

広蔀うえ万62.10.16

納期限は10月31日仕)です。

市県民税

国民健康保険税

77月の相談業務
①農地問題相談 !>とき…llfJ2日開)午前8時

30分から午後5時 bところ…農業委員会

② 日常生活上の法律相絞(予約制) !>とき…

111")13日掛 ・2Hl闘いず11.も午後 l時30分か

ら3時30分 !>ところ・・・ ~rr合 3 際 b予約

先…生活環境課(内線303)

③土地・建物の法律相絞 !>とき…11月128附

午後 1時ーから4時 !>ところ…商庁舎 2階



第
日
田

信
州
版
画
震
を
開
催

マ
と
き
十
一
月
五
日
附
か
ら
間

十
日
仰
、
午
前
十
時
1
午
後
六
時
三

十
分
(
十
日
は
午
後
四
時
ま
で
)

マ
と
二
ろ
上
回
西
武
四
階

マ
展
示
品
木
版
、
銅
版
、
シ
ル
ク

ス
ク
リ
ー
ン
、
ド
ラ
イ
ポ
イ
ン
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場

日
本
た
ば
こ
産
業
棚
上
回
工
場
で

保健予防諜

(内線289)保健コーナー

は
、
次
に
よ
り
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開
催

し
て
、
工
場
内
を
開
放
し
ま
す
。

マ
と
き
十
月
二
十
五
日
倒
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
マ
と
ニ
ろ

日
本
た
ば
こ
産
業
側
上
悶
工
場
マ

内
容
ミ
ニ

S
L
、
立
体
迷
路
、
チ

ャ
リ
テ
ィ
|
パ
ザ
l
、
野
球
教
室
、

魚
つ
り
、
世
静
香
き
コ
ー
ナ
ー
な
ど

農
業
関
係
の

講
演
会
を
開
催

社
団
法
人
・
千
曲
会
(
信
州
大
学

繊
維
学
部
同
窓
会
)
で
は
、
次
に
よ

.11月の乳幼児健康診査
受付時間 いずれも午後1時-2時。

持ち物母子健康手帳、パスタオル (4・10か月

児)、歯ブラシ(1員長6か月児)。また、 1歳6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手l恨のゆにある健康

診査緊を記入してお待ちくださし、

上田市保健センター(市役所南庁舎2階)

り
講
演
会
を
聞
き
ま
す
。
(
入
場
無
料
)

と
き
:
・
十

一
月
二
十
三
日
開
午
後

一
時
三
十
分
か
ら
三
時

と
こ
ろ
・
:
信
州
大
学
繊
維
学
部
三
十

五
議
論
釜

演
題
:
・
現
経
済
下
の
農
林
水
産
業

機
筋
:
・
全
国
農
林
統
計
協
会
連
合

会
常
務
理
事

・
斉
藤
義
直
さ
ん

戸パ
l
ト
の
建
設
を

計
画
さ
れ
て
い
る
方

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
ア
パ
ー
ト

や
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
を
希
望

す
る
方
に
次
の
と
お
り
長
期
低
利
の

鍵 弛.‘" 実施日 対 象 児

4か月児
11月58 62年6月16日-6月30日生

11月17日 62年 7月1日-7月15日生

11月128 61年12月16日一12月31日生
10か月児

11月25日 62年 1月1日一1月15日生

1員長6か月児
11月48 61年4月16日-4月308生

11月18日 61年5月1日一5月158生

歳児
11月6日 59年10月1日-10月15B生

3 
59年10月16日-10月31日生11月20日

資
金
を
融
資
し
ま
す
。

マ
受
付
期
限
十
二
月
二
十
五
日

ま
で
マ
建
物
の
規
模
耐
火
構
造

で
地
上
三
階
以
上
マ
融
資
金
利

住
宅
年
四
・
七
五
%
、
非
伎
宅

年
五
・
一
五
%
マ
返
済
期
間

二

十
年
以
内
マ
問
い
合
わ
せ
住
宅

金
融
公
庫
北
関
東
支
所
団
体
融
資
諜

宮

0
2
7
2
@
6
6
5
8

塩図母子健康センター(温岡地区)

62年6月16日-7月15日牛

61年12月16日-62年1月15日生

61年3月16B-5月15回全

川商社会福祉センター(川西地区)

62年6月16日-7月15日生

61年12月16日-62年1月15日生

61年4月16日一 5月15日生

59年8月1日-11月30日生

-
ゆ
ず
り
ま
す

マ
子
ど
も
用
絵
本
(
三
十
冊
)
・無

料
マ
幼
児
用
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
・

鉱
山
料
マ
也
子
ジ
ャ
|
(
未
使
用
}
・

五
千
問
マ
盆
裁
百
五
十
点
(
一
括

し
て
)
・四
十
五
万
円
マ
ガ
ス
オ
ー

ブ
ン
・
無
料
マ
ガ
ス
レ
ン
ジ

・
九

千
円
マ
石
油
ス
ト
ー
ブ
・

ご
一
千
円

マ
都
市
ガ
ス
用
コ
ン
ロ

・
五
千
円

マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
・

二
万
円

マ

鳥
か
ご

・
無
料
マ
ワ
ー
プ
ロ
・

二

万
円
マ
子
ど
も
い
す
・
無
料

マ

都
市
ガ
ス
用
炊
飯
総

・
三
千
円

・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

マ
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
マ
ペ
ピ
l
ラ

ッ
ク
マ
つ
り
輪
マ
ラ
ジ
カ
セ

マ
電
動
ミ
シ
ン
マ
組
問
人
用
自
転
車

マ
ヘ
ル
メ
ッ
ト

マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド

マ
食
器
だ
な
マ
ス
チ
ー
ル
製
事
務

机
マ
食
単
テ
ー
ブ
ル
(
い
す
付
}

マ
弓
送
用
具
マ
剣
滋
用
兵
(
小
五
)

マ
体
重
計
マ
バ
イ
オ
リ
ン

-
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課
(
内

線

3
0
1
)

広報うえだ62.10.16[13] 



参
加
者
を
募
集
し
ま
す

事呈

曹魯 間 11月10日例 11月12日同 11月13日ω
8時時50分・・H ・H ・3色 合 よ田市役所正碩玄関前 上田市役所正商玄関前 上回市役所正面玄関前
9 …...・H ・......出発

t骨 t争園
9時10分ー 10時10分 下水浄化センター 第二学校給食センター

家庭排告者水福浄祉↓化セセンンタターー

高高働
10降20分 -11時30分 クリーンセンター 浄水管理↓センター デイ・サービスセンター

市民の↓4録公削昼12食時・ ー 1U寺30分 IJi農何分、予資料館 リージョンプラザ
( 市長との必し介L、} w農I~l分与跡史跡公図 上関611造:館 わしぱ山荘

1時50分-2時50分 点下図 J写fiIi 報恩禦 l滋院、↓乳児院

L-JlI'('央↓消防磐3P寺 ー 411年 農業ノfイオセンター 文化会館

4時10分 -4師寺30分 観光会館 観光会館 観光会館

H寺40分……J解散 上関市役所正面玄関節 よ悶市役所正面玄関節 上回市役所正面玄関前

ぴ 日よお見学施設

毎
年
行
っ
て
い
る
「
市
の
純
設
を

兄
る
会
」
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

市
の
施
設
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会
で

す
の
で
、
管
さ
ん
お
長
時
い
A
H
わ
せ
の

う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
料
は
無
料
で
、
ぉ
.
人
で
も

参
加
で
き
ま
す
.
ま
た
、

H

刊
食
は
市

で
川
底
し
ま
す
。

マ
見
掌
施
股

・
日
程

L
L
H
ぷ
の
と
お

り
で
す
。

マ
集
会
渇
所
市
役
所
正
耐
広
間
前

(
時
間
正
確
に
)

マ
定
員
い
ず
れ
ら
四
十
托
名
(
迄

日
以
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
)

マ
申
込
先
制
傍

S
諜
(
内
線
2
0
5
・

有
線
②
0
6
3
1
)
へ
十
-
月
七

日
出
ま
で
に
電
話
で
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

あなたは大丈夫?

必員¥放置自転車

、竺ゲクリーンキャンペーン

マ
正
し
い
場
所
に
駐
輸
し
て
ま
す
か

マ
厳
然
と
駐
輪
し
て
ま
す
か

マ
H
K
い
川
以
凶
し
て
い
ま
せ
ん
か

近
年
、
山
川
転
引
、
バ
イ
ク
な
と
の

利
川
μ
引
が
地
え
る
に
し
た
が

っ
て、

駅
前
川
辺
に
は
多
紋
の
れ
転
引
な
ど

が
い
燃
秩
序
に
欣
ほ
さ
れ
て
い
ま
す
.

ニ
の
た
め
、
歩
行
行
や
附
古
符
の
安

全
hu
一
血
行
を
妨
げ
る
な
ど
、
大
き
な

社
会
問
組
と
な

っ
て

い
ま
す
。

昨
年
か
ら
は
、
全
同

.nに
「
駅

V
 

昨
年
の
「
鎌
段
を
見
る
会
」

駅
前
放
置
自
転
車
の
搬
去

[141 広輯うえだ62.10.16

山
削
欽
法
白
転
市
下
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
、
今
年
ら
卜
月

か
ら
ト
.
月
の

1
か
月
間
、
行
わ
れ

ま
す
。撤

去
は
日
月
ロ
目

上
田
駅
周
辺
で

上
岡
市
で
も
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
し
、
次
の
日
程
で
上
川
駅

周
辺
の
欽
明
白
白
転
引
の
.
ハ
仰
を
凶
り

ま
す
。
心
当
た
り
の

H
は
、
ら
う
.

W
は
雌
聞
か
め
て
く
だ
さ
い
.

マ
m
w
.
川
狩
れ
札
付
け

第・

・例制
H
h
H
札
付
け

マ
放
置
自
仮
事
の
徹
去

n
u
a
J
A
U
t
B
 

'
A
E
J

。J
'
t

H
川
6
け

H
月
山
日

問
い
合
わ
せ

3
6
9
)
 
し
父
必
対
策
派
(
内
線
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